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○
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
に
関
す
る
施
設
整
備
基
本
方
針
（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
一
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
（
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
施
設
費
の
国
庫
負

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
（
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
施
設
費
の
国
庫
負

担
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

担
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

。
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
を
い
う
。
以
下
同

。
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
は
、
児
童
生
徒
等
の
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
り
、
公
教
育
を
支
え
る
基
本

じ
。
）
は
、
児
童
生
徒
等
の
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
り
、
公
教
育
を
支
え
る
基
本

的
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
、
文
化

的
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
、
文
化

、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
身
近
な
公
共
施
設
で
あ
る
と

、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
身
近
な
公
共
施
設
で
あ
る
と

と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
は
地
域
の
避
難
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
多
機
能
か

と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
は
応
急
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
重
要
な
施

つ
重
要
な
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

設
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
役
割
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒

こ
の
よ
う
な
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
役
割
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒

等
の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
機
能
的
か
つ
豊
か
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も

等
の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
豊
か
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
地
域
住
民

に
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
方
公
共

の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
創
意

団
体
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
な
が
ら
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
を

工
夫
を
活
か
し
な
が
ら
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
く

着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

必
要
が
あ
る
。

こ
の
基
本
方
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等

こ
の
基
本
方
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等

施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
の
目

施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
の
目

標
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
に
関
す
る
重

標
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
に
関
す
る
重

要
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

要
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

一

背
景

一

背
景

近
年
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
度

平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
耐
震
化
さ
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ま
で
の
耐
震
化
完
了
を
目
標
に
、
補
助
率
の
嵩
上
げ
等
制
度
の
充
実
を
図
り
つ

れ
て
い
た
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
が
児
童
生
徒
等
の
命
を
守
っ
た
だ

つ
、
重
点
的
な
整
備
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
構
造
体
の
耐
震
化
は
概
ね

け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
応
急
避
難
場
所
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
そ
の
安

完
了
し
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ

平
成
二
十
八
年
四
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
お
い
て
も
、
構
造
体
の
耐
震

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
多
く
が
地
域
の
防
災
拠
点
と
な
っ
て
い
る
に

化
や
吊
り
天
井
（
照
明
器
具
及
び
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
等
高
所
に
設
置
さ
れ
た

も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
に
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

公
立
の
義
務
教
育

も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
耐
震
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
施
設
に
つ
い

諸
学
校
等
施
設
も
存
在
し
て
お
り
、
一
刻
も
早
く
そ
の
全
て
を
耐
震
化
す
る
こ

て
は
倒
壊
や
大
規
模
な
天
井
の
落
下
は
な
く
、
多
く
の
地
域
住
民
が
避
難
所
と

と
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
て
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
耐
震
化
の
ほ
か
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、

し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
に
構
造
体
の
耐
震
化
や
吊
り
天
井
の
耐
震
対
策
が
未

昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
の
児
童
生
徒
急
増
期
に
一
斉
に

了
の
施
設
や
、
老
朽
化
に
よ
る
劣
化
が
著
し
く
安
全
性
等
に
問
題
の
あ
る
施
設

建
設
さ
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
も
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
児
童

も
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
一
刻
も
早
く
対
策
を
完
了
す
る
こ
と

生
徒
等
の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
豊
か
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、

が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て
十
分
に
役
割
を
果
た
す

老
朽
化
対
策
の
推
進
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
防
災
機
能
を
よ
り

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
等
の
環
境
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
環
境
を
考
慮
し

一
層
強
化
す
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

た
学
校
施
設
で
あ
る
エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら

る
。

五
十
年
代
に
か
け
て
の
児
童
生
徒
急
増
期
に
建
設
さ
れ
た
大
量
の
校
舎
等
が
一

こ
の
ほ
か
、
情
報
化
等
の
社
会
状
況
の
変
化
や
、
多
様
な
学
習
活
動
等
に
対

斉
に
更
新
時
期
を
迎
え
て
き
て
お
り
、
老
朽
化
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ

応
し
た
施
設
整
備
を
図
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

れ
ま
で
耐
震
化
を
優
先
し
て
進
め
て
き
た
た
め
に
、
老
朽
化
対
策
の
遅
れ
が
全

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
各
地
方
公
共
団
体
が
主
体
的
に
、
地
域
の
実

国
的
に
生
じ
て
お
り
、
建
築
後
二
十
五
年
以
上
を
経
過
し
た
未
対
策
の
校
舎
等

情
を
踏
ま
え
た
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し

が
保
有
面
積
の
約
七
割
を
占
め
る
な
ど
、
対
策
の
実
施
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

て
い
る
。
古
い
工
法
で
外
壁
・
窓
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
や
、
経
年
劣
化

が
著
し
い
施
設
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
起
因
し
て
非
構
造
部
材
等
の
破
損
・

脱
落
等
の
事
故
が
頻
発
し
て
お
り
、
地
震
発
生
時
に
は
、
被
害
が
よ
り
大
規
模

に
拡
大
す
る
危
険
性
が
高
い
。
児
童
生
徒
等
の
安
全
確
保
は
も
と
よ
り
、
防
災

機
能
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
も
、
老
朽
化
対
策
を
速
や
か
に
実
施
し
、
多
機
能
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型
の
学
校
施
設
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
小
中
一

貫
教
育
等
多
様
な
教
育
活
動
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
情
報

化
へ
の
対
応
等
の
質
的
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
等
の
環
境
問
題

に
対
応
す
る
た
め
の
エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
、
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
や
空
気
調
和
設

備
の
設
置
等
の
社
会
的
要
請
に
も
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
老
朽
化
対
策
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
各
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
等

に
応
じ
、
主
体
的
に
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
の
計
画
的
な
推

進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

二

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項

二

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項

１

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
図
る
整
備

（
新
設
）

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
膨
大
な
整
備
需
要
が
見
込
ま
れ
る
中
、
安
全

性
を
最
優
先
と
し
て
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
将

来
の
財
政
状
況
を
見
通
し
、
支
出
の
平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、
改
修
等
の
実

施
時
期
や
規
模
等
を
定
め
た
中
長
期
的
な
整
備
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
築
後
四
十
年
を
超
過
す
る
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
に
当
た
っ

て
は
、
施
設
の
長
期
的
な
使
用
を
図
る
た
め
の
改
修
（
以
下
「
長
寿
命
化
改

修
」
と
い
う
。
）
に
重
点
を
移
す
こ
と
と
し
、
長
寿
命
化
改
修
が
合
理
的
で

は
な
い
場
合
（
施
設
の
劣
化
の
状
況
、
経
済
効
率
性
又
は
立
地
環
境
等
の
要

因
か
ら
長
寿
命
化
改
修
に
適
さ
な
い
場
合
等
）
に
は
建
て
替
え
と
す
る
な
ど

、
整
備
手
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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ま
た
、
長
寿
命
化
改
修
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
数
十
年
前
の
建
設

当
初
の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
近
年
の
多
様
な
教
育
活
動
や
情
報
化
等

に
対
応
で
き
る
よ
う
教
育
環
境
の
質
的
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
現
代
の
社

会
的
要
請
に
応
じ
た
整
備
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
三
十
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
は
、
特
に
安

全
面
に
支
障
が
あ
る
老
朽
化
が
著
し
い
施
設
の
更
新
等
、
緊
急
性
の
高
い
事

業
か
ら
優
先
的
に
実
施
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２

地
震
、
津
波
等
の
災
害
に
備
え
る
た
め
の
整
備

１

地
震
、
津
波
等
の
災
害
に
備
え
る
た
め
の
整
備

児
童
生
徒
等
と
地
域
住
民
の
生
命
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
平
成
二

児
童
生
徒
等
と
地
域
住
民
の
生
命
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
公
立
の

十
七
年
度
ま
で
に
構
造
体
の
耐
震
化
や
吊
り
天
井
の
耐
震
対
策
が
完
了
し
て

義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
耐
震
性
の
確
保
に
つ
い
て
、
重
点
的
か
つ
計
画

い
な
い
全
て
の
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
、
早
期
に
耐
震

的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

性
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
老
朽
化
対
策
を
中
心

そ
の
た
め
に
は
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七

と
し
て
、
天
井
材
や
内
・
外
装
材
等
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
に
も
万
全

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
の
耐
震
診
断

を
期
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

及
び
耐
震
改
修
の
促
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
踏
ま
え
、
所
管
す

る
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
具
体
的
な
耐
震
化
の
目
標
を
設
定
し

た
上
で
、
早
急
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
か
ら
計
画
的

に
耐
震
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
建
て
替
え
方
式
か
ら
、
耐
震
補
強
・
改
修
方
式
に
重
点
を
移
す
な

ど
、
よ
り
効
率
的
に
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
手
法
を
選
択
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
被

害
に
つ
い
て
は
、
建
物
自
体
へ
の
被
害
に
加
え
、
天
井
材
や
外
装
材
等
の
非

構
造
部
材
に
も
多
大
な
被
害
が
生
じ
た
こ
と
に
鑑
み
、
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
の
推
進
も
必
要
で
あ
る
。
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な
お
、
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
十
一
号
）
に

規
定
さ
れ
て
い
る
耐
震
化
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
国
庫
補
助
率
の
嵩

上
げ
規
定
が
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
二
十
七
年
度
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

、
小
学
校
や
中
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の

耐
震
化
を
完
了
す
る
こ
と
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
は
、
地
震
等
の
災
害
発
生
時

さ
ら
に
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
は
、
地
震
等
の
災
害
発
生
時

に
は
地
域
の
避
難
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
耐
震
化
の
み
な

に
は
応
急
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
耐
震
化
の
み
な

ら
ず
、
地
域
防
災
計
画
を
踏
ま
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ト
イ
レ
、
非
常
用

ら
ず
、
貯
水
槽
、
備
蓄
倉
庫
、
ト
イ
レ
、
自
家
発
電
装
置
等
を
整
備
す
る
こ

電
源
、
貯
水
槽
、
井
戸
、
備
蓄
倉
庫
等
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
機

と
に
よ
り
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
津
波

能
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
津
波
に
よ
る
被
害
が
発
生

に
よ
る
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等

す
る
可
能
性
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
避
難
経
路
を
確
保

の
避
難
経
路
を
確
保
す
る
等
の
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

す
る
等
の
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
学
校
施
設
予
算
の
み
な
ら

ず
、
防
災
関
連
予
算
等
の
関
係
行
政
分
野
の
予
算
を
活
用
し
な
が
ら
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

３

防
犯
対
策
な
ど
安
全
性
の
確
保
を
図
る
整
備

２

防
犯
対
策
な
ど
安
全
性
の
確
保
を
図
る
整
備

（
略
）

（
略
）

４

教
室
不
足
の
解
消
等
を
図
る
整
備

（
新
設
）

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
、
自
然
的
要
因

に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
増
加
等
に
伴
い
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学

校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
教
室
等
に
不
足
が
生
じ
る
場
合
、
小
学
校
、
中
学

校
及
び
義
務
教
育
学
校
を
適
正
な
規
模
に
す
る
た
め
に
統
合
す
る
場
合
又
は
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障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
等
が
学
校
生
活
を
送
る
際
に
施
設
面
に
課
題
が
あ
る

な
ど
の
場
合
に
は
、
教
室
数
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
水
準
を
安
定
的
に
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
新
増
築
整
備
の
み
な
ら
ず
、
既
存
施
設
を
大
規

模
改
修
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
多
様
な
手
法
を
検
討
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ

る
。

５

教
育
環
境
の
質
的
な
向
上
を
図
る
整
備

３

教
育
環
境
の
質
的
な
向
上
を
図
る
整
備

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
つ
い
て
は
、
老
朽
化
対
策
の
実
施
に
あ

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
耐
震
性
の
確
保
な
ど
安

わ
せ
て
、
教
育
内
容
・
教
育
方
法
等
の
変
化
や
、
地
域
と
の
連
携
、
環
境
と

全
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
老
朽
施
設
の
機
能
改
善
を
図
り
つ
つ
、
教
育
内

の
共
生
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
木
材
の
積
極
的
な
活
用
、
太
陽
光
を
は
じ
め

容
・
教
育
方
法
等
の
変
化
や
、
地
域
と
の
連
携
、
環
境
と
の
共
生
、
バ
リ
ア

と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
教
育
の
情
報
化
、
ト
イ
レ
環
境
の

フ
リ
ー
化
、
木
材
の
積
極
的
な
活
用
、
太
陽
光
を
は
じ
め
と
す
る
新
エ
ネ
ル

改
善
や
空
気
調
和
設
備
の
設
置
等
の
様
々
な
社
会
的
要
請
、
地
球
温
暖
化
等

ギ
ー
の
導
入
、
教
育
の
情
報
化
等
の
様
々
な
社
会
的
要
請
、
地
球
温
暖
化
等

の
自
然
的
要
因
を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
教
育
環
境
の

の
自
然
的
要
因
を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
教
育
環
境
の

質
的
な
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

質
的
な
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
社
会
的
、
自
然
的
要
因
に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
増
加
等
に
伴
い
、

公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
教
室
等
が
不
足
し
た
り
、

公
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
を
適
正
な
規
模
に
す
る
た
め
に
統
合
す
る
場
合

等
に
は
、
新
増
築
整
備
に
よ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
し
、
そ
の
水
準

の
安
定
的
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
校
教
育
活
動
の
充
実
や
、
地
域
と
学
校
の
連
携
の

さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
学
校
教
育
活
動
の
充
実
や
、
地
域
と
学
校
の
連
携

強
化
に
資
す
る
よ
う
、
学
校
施
設
と
公
共
施
設
（
社
会
教
育
施
設
や
福
祉
施

の
強
化
に
資
す
る
よ
う
、
公
民
館
等
の
他
の
社
会
教
育
施
設
や
福
祉
施
設
と

設
等
）
と
の
複
合
化
等
に
よ
る
施
設
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る

の
複
合
化
等
に
よ
る
施
設
整
備
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

。
６

施
設
の
特
性
に
配
慮
し
た
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
整
備

４

施
設
の
特
性
に
配
慮
し
た
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
整
備
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（
略
）

（
略
）

（一）

（一）

幼
稚
園
等
施
設

幼
稚
園
等
施
設

（二）

（二）

幼
稚
園
等
（
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
幼
稚
園
等
を
い
う
。
以

幼
稚
園
等
（
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
幼
稚
園
等
を
い
う
。
）

下
同
じ
。
）
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
発
達
を
促
す
こ
と
に
留
意

す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

し
、
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
機
会
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
整
備
を
進
め
て

八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
従
来
の
幼
児
教
育
の
機
能
に
加
え
、

こ
ど
も
園
を
い
う
。
）
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
発

必
要
に
応
じ
て
、
保
育
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
で
き
る
施
設
の

達
を
促
す
こ
と
に
留
意
し
、
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
機
会
が
提
供
さ
れ
る

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

よ
う
に
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
幼
稚
園
等
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
幼
児
教
育
の
機
能
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
、
保
育

・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
で
き
る
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

（
略
）

（
略
）

（三）

（三）

ス
ポ
ー
ツ
施
設

ス
ポ
ー
ツ
施
設

（四）

（四）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
等
を
背
景
と
し
て
施
設

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

数
が
減
少
す
る
等
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
持
続
的
に
整
備
す

や
児
童
生
徒
の
体
力
の
低
下
等
の
問
題
、
中
学
校
に
お
い
て
必
修
化
さ
れ

る
こ
と
が
一
層
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
中
で
、
児
童
生
徒
の
体
力
の

る
こ
と
と
な
っ
た
武
道
の
安
全
か
つ
円
滑
な
実
施
に
対
応
す
る
た
め
、
各

低
下
等
の
問
題
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
必
修
と
さ
れ
て
い
る

地
域
の
中
核
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

武
道
の
安
全
か
つ
円
滑
な
実
施
、
地
域
住
民
へ
の
適
切
な
ス
ポ
ー
ツ
機
会

つ
い
て
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
（
略
）

の
提
供
等
に
対
応
す
る
た
め
、
各
地
域
の
中
核
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や

学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
（
略
）

（
削
除
）

５

施
設
需
要
に
応
じ
た
整
備

１
か
ら
４
ま
で
の
整
備
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
児
童
生
徒
数
の
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増
減
な
ど
も
勘
案
し
、
所
管
す
る
学
校
の
校
数
や
規
模
等
に
見
合
っ
た
必
要
事

業
量
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
や
需
要
に
応
じ
た
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
経
済
効
率
性
や
環
境
負
荷
の
低
減
の
観
点
か
ら
、
公
立
の
義
務
教
育

諸
学
校
等
施
設
と
し
て
長
期
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
計
画
に
基
づ

く
整
備
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。


